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月　日 行　　事　　名 在宅当番医 月　日 行　　事　　名 在宅当番医

在宅当番医は、平日は17時から20時まで、土曜は14時から
17時まで、日曜祝日は８時30分から17時までです。

福永医院
☎35-3117

福永医院
☎35-3117

福永医院
☎35-3117

三ヶ田医院
☎31-1231

三ヶ田医院
☎31-1231

大湯リハビリ病院
☎37-3511

大湯リハビリ病院
☎37-3511

大湯リハビリ病院
☎37-3511

鹿角中央病院
☎23-4131

鹿角中央病院
☎23-4131

鹿角中央病院
☎23-4131

鹿角中央病院
☎23-4131

鹿角中央病院
☎23-4131

かづの厚生病院
☎23-2111

かづの厚生病院
☎23-2111

本田医院
☎35-3002

本田医院
☎35-3002

本田医院
☎35-3002

4/

〈穀雨〉　
こさか子育て広場～わくわく～（ほっとりあ）

中央地区自治会連絡協議会総会（セパーム）
小坂マリア園保育参観日・父母の会総会
【可燃ゴミ】

行政相談日（役場）、パンチ＆キックエクササ
イズ（セパーム）、かようカフェ、全国学力・
学校状況調査（小６・中３）【可燃ゴミ】
ヨガ教室（セパーム）
生活困窮に関する巡回相談（ゆーとりあ）
乳児健診（役場）

中央地区川とまちをきれいにする運動

ヨガ教室（セパーム）
Fabulous Revue Boys 公演初日（康楽館～６月 11 日）
【びん・缶等資源類】

【郷土館・図書館・中小路の館休館日】

康楽館休演日

【可燃ゴミ】

【可燃ゴミ】

【可燃ゴミ】

幼児健診（役場）
【可燃ゴミ】

小坂小・中学校大運動会
【不燃物A地区・ペットボトル】

大里医院
☎22-1251

大里医院
☎22-1251

大里医院
☎22-1251

なかのクリニック
☎22-7335

なかのクリニック
☎22-7335

なかのクリニック
☎22-7335

いけがみクリニック
☎30-0111

いけがみクリニック
☎30-0111

いけがみクリニック
☎30-0111

小坂町診療所
☎29-5500

小坂町診療所
☎29-5500

小坂町診療所
☎29-5500

〈メーデー〉　
【郷土館・図書館・中小路の館休館日】　
小坂中学校開校記念日、十和田湖地区清掃
〈八十八夜〉
小坂高校体育祭
【可燃ゴミ】

〈土用の入り〉　
【郷土館・図書館・中小路の館休館日】　
小坂小・中学校振替休日、小坂高校代休日

〈立夏〉
【古紙類】

康楽館町民無料の日

【郷土館・図書館・中小路の館休館日】
康楽館休演日

《みどりの日》　

《憲法記念日》

《こどもの日》
《端午の節句》
【可燃ゴミ】

ヨガ教室（セパーム）
まるごと健康相談（だんらん）
【びん・缶等資源類】
２か月児・１歳３か月児育児相談（ほっとりあ）
こさか子育て広場～わくわく～（ほっとりあ）

【郷土館・図書館・中小路の館休館日】
小坂小・中学校振替休業日
康楽館休演日

春わくわくクラブ「昭和の紙芝居」、おはなしランプ
「しょくぶつ」（図書館）、小坂地区更正保護女性
の会総会（セパーム）【不燃物B地区・ペットボトル】

《昭和の日》
康楽館町民無料の日
康楽館友の会総会（セパーム）
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町長の部屋から町 令和５年第１回小坂町議会が３月８日から
16日まで、第２回小坂町議会（臨時会）が３
月29日の会期で開かれ、予算・条例制定・
条例一部改正等39議案が可決されました。
【関連ページはＰ４】

令和５年度当初予算方針

３月分 
町長交際費を
お知らせします

【計３件　37,000円】

可決された議案のうち、

についてお伝えします。
香典 2件、供花 2件
　　　  …………15,000 円
日本山ぶどうワイン協会
設立総会   ………15,000 円
生活排水処理事業の運営に
係る連携協約締結式懇親会
　　　　　　 ……7,000 円

　小坂町は､令和５年度が第６次総合計画の３年目にあたります｡直面
している様々な現状と向き合い､これからも町民の皆さんとともに小坂
の未来をつくっていけるよう､暮らしへの安心･楽しさのあるまち､歴史
文化としての風土を守り､成長を支えるまち､そしてこれからも住み続
けたいまちの方針の基に､地方創生総合戦略や重点プロジェクトの着実
な進行に向け取り組みます｡
　人口減少への対応･移住定住施策の推進を図る民間活力を活用した定
住促進住宅の建設や子育て世帯が安心して住み続けることができる環
境の確保、安全安心な暮らし･地域づくりを進めていくための新型コロ
ナウイルス感染症対策などに引き続き取り組んでいきます｡
　そして､今秋オープン予定の十和田湖観光振興センターの活用や小坂
産ワインを核としたグリーンツーリズム事業、大規模畑作農業推進な
ど、観光・商業・農業が一体となって、地域の活性化を図っていきます。

〈母の日〉　


